
1 はじめに

地方に住んでいたエスペランティストたちは、エスペ
ラントを通じて、いったい、どのようにして世界と出会
っていたのだろうか。そして、地方に住んでいたエスペ
ランティストたちは、かれらが暮らす地域社会とどのよ
うにかかわっていたのだろうか。とりわけ、おたがいど
うしがほとんど顔見知りであるようなムラや小さなマチ
のエスペランティストたちは、かれらが暮らす生活世界
のなかで、どのようにムラやマチの人びとと関係してい
たのだろうか。
ヒト、モノ、カネ、情報、技術などの移動が活発に国

境を越えるグローバル化は、今日、否応なしに、人びと
の生活を世界と関連づける。ベネディクト・アンダーソ
ン氏は、万国郵便連合の設立や電信技術の普及、そして
汽船や鉄道網の発展によって、人びとが世界的なコミュ
ニケーションを実現できるようになった 19世紀末を初
期グローバリゼーションの時代と位置づけている（梅森

2007 : 75～77）。
エスペラントは、まさに初期グローバリゼーションの

時代のさなかの 1887年に、ザメンホフによって創案さ
れた。エスペラントの手紙や雑誌の運搬は、1874年の
万国郵便連合の設立や鉄道などの交通網の整備によって
はじめて可能になったといえる。
周知のように、エスペラントは母語を異にする人びと

のあいだの架け橋になるという目的をもっていた。一方
で、グローバル化はエスペラントのこの目的を後押しす
る。しかし、他方で、グローバル化は母語を異にする人
びとのあいだにある溝を深めていったと考えられてい
る。近代のグローバル化の両義性について、伊豫谷登士
翁氏はこう指摘する（伊豫谷 2002 : 38）。

人的ならびに物的な交流の飛躍的な拡大は、一方で
は、これまで交渉のなかった人々を結びつけるととも
に、他方では、境界によって区分された集団を絶えず
差異化してきたのです。
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エスペラントは、近代のこのグローバル化のコンテク
ストのなかで考案され、発展していった。エスペランテ
ィストもいずれかの「境界によって区分された集団」に
所属していた。「境界によって区分された集団」の解消
を理想とする SAT（Sennacieca Asocio Tutmonda「世
界無民族性協会」）が 1921年に結成された。しかしな
がら、SAT のエスペランティストといえども、日々の
生活においては、「境界によって区分された集団」の人
びととかかわらなければならなかっただろう。
海によって大陸とへだてられた、多言語社会ではない

日本の地理的および言語的環境において、エスペラント
は、日本語以外のほかのさまざまな言語と同様に、異文
化の住民と交流する言語の役割をはたしてきたが、エス
ペラントには世界共通語という理想が内在している。そ
れゆえ、おのおののエスペランティストが意識するしな
いにかかわらず、エスペランティストは世界共通語とい
う思想性をおびることになる。注目すべきことに、エス
ペラントはエリートだけのあいだで使われてきたのでは
なく、ふつうの人びとのなかにもエスペラントに魅力を
感じてエスペランティストになる人びとがあらわれた。
SAT のような思想的な言動をとりたててしないエスペ
ランティストたちも、エスペランティストであるという
存在のあり方によって、エスペラントの理想を実践して
きたといえる。
この稿は、エリートではないフォークのエスペランテ

ィストたちが、何を考え、どのように言明し、行動した
か、という問題にせまるための準備として、20世紀前
半にエスペラントに出会った、竹内藤吉という北陸地方
のエスペランティストのライフヒストリーの素描をここ
ろみる。

2 山中温泉の塗師：エスペラントに出会うまで

竹内藤吉は、明治 28年（1895）年 12 月 17 日、石
川県江沼郡山中村（現在の石川県加賀市山中温泉）に生
まれた。かれが生まれた 1895年はどのような時代だっ
たのだろうか。

1895年の日本はまだ日清戦争の熱狂におおわれてい
た。朝鮮の李氏王朝末期、民衆宗教の「東学」を中心に
した反政府運動が激化し、1894年 7月、日本は在留邦
人の保護という名目で朝鮮に出兵し、朝鮮に勢力をおよ
ぼしていた清と戦争をはじめた。1895年 4月、清は降
伏し、下関で日清講和条約が結ばれた。1895年 12月 15

日、日清戦争の戦闘で死亡した人びとを対象とした招魂

祭が靖国神社で営まれた（佐谷 2009 : 207）。ただし、
台湾では戦争がまだつづいていた。1895年 5月に台湾
に出兵した日本軍は、台湾中南部で激しい抵抗にあい、
苦戦した。近衛師団長の北白川宮能久親王も台湾で戦死
した。台湾での戦争は明治 29年（1896）3月に終結し
た。
多くの日本の新聞は日清戦争の報道を契機に発行部数

をふやしていった（佐谷 2009 : 50）。竹内藤吉が生ま
れたころには、江沼郡山中村にも、明治 26年（1893）
に創立された金沢の『北國新聞』が届けられていただろ
う。
山中村は文字どおり山あいのなかに位置している。集

落の東側に大聖寺川が深い渓谷を刻んでいる。山中村に
は温泉（山中温泉）が湧出し、共同温泉浴場である総湯
の近くに旅館が建ち並ぶ。伝説によれば、8世紀に行基
が薬師如来の霊夢によって山中温泉を発見し、12世紀
末に能登の地頭の長谷部信連が、鷹狩りのさい、一羽の
白鷺が傷ついた脚を芦萩のあいだに洗う姿を目にしたこ
とから、山中温泉を再発見し、温泉場を開いたという。
17世紀には松尾芭蕉が山中温泉を訪れ、「山中や菊はた
おらじ湯のにほひ」の俳句を詠んでいる。
中世末に、越前から木地屋の集団が、山中温泉からさ

らに山深く分け入ったところにある真砂という集落に移
住した。この真砂の木地屋による椀や盆などの木器の製
作が、のちの山中漆器の生産にむすびついてゆく。18

世紀のなかごろ、漆を塗る技術が京都から山中温泉に伝
わる。その後も輪島、金沢、越前、会津、京都などの漆
塗りの技術を吸収しながら山中漆器は発展していった。
漆を塗る職人は塗師（ぬし）とよばれる。竹内藤吉は

山中温泉の塗師の子に生まれた。大正 14年（1925）刊
行の『石川県江沼郡誌』は、竹内藤吉の父、竹内藤三郎
について、こう書いている。「竹内藤三郎。弘化元年四
月生る。山中漆器の進歩改良を図りし功労大なり。根来
塗、水裂塗、布波塗等何人も未だ企てざる頃、既に率先
して着手し、以て之が指導改良の範を示せり。その作品
は堅牢にして世の賞揚を得たり。」（石川県江沼郡誌
1925 : 427）また、『山中漆工史』によれば、竹内藤三
郎は漆塗りの下地工程を改良し、そして竹内藤三郎の弟
子たちが、その後の山中塗の繁栄をささえていったとい
う（山中漆器漆工史編集委員会 1974 : 55～56）。
竹内藤吉は山中小学校を卒業し、父を師匠として本格

的に塗師の修業をはじめる。『山中漆工史』は、竹内藤
三郎の 8人の弟子の一人に竹内藤吉の名を記録してい
る（山中漆器漆工史編集委員会 1974 : 186）。竹内藤吉
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は塗師の仕事で九州太宰府神社など遠方へ出かけること
もあった（松田 1964）。塗師職人としておそらく一人前
になりつつあった竹内藤吉は、二十歳のときに、エスペ
ラントに出会った。

3 山中小学校の宿直室：エスペラントとの出会い

竹内藤吉は、大正 4年（1915）の春、山中小学校の
宿直室にたまたま置いてあった、雑誌『太陽』21巻第
3号（1915年 3月号）を手にとる。そこに掲載されて
いた黒板勝美の「國語の擁護を論じて國際語に及ぶ」を
読み、興味をもつ。
黒板は『太陽』21巻第 3号でだいたいこんなことを

のべている。言語の統一が国民の団結を強固にする。各
国の国語のあいだには、政治的な力関係や話者数などに
より勢力のちがいがみられる。日露戦争後、世界では民
族主義がさかんになり国語が自覚されるようになってき
た。日本語は歴史的にも話者数においても、さらに言語
の構造においてもほかの言語にけっして劣っていない。
黒板勝美は、当時、東京帝国大学の助教授で古文書学

を研究していた。明治 36年（1904）、黒板は 29才のと
きにエスペラントの学習をはじめ、1906年に日本エス
ペラント協会を発足させた。1908年から 1910年にか
けて黒板は、欧米の古文書館の視察のために、欧米出張
する。その間、1908年にドイツのドレスデンで開かれ
た第 4回エスペラント世界大会に日本エスペラント協
会の代表として出席した（初芝 1998 : 25～26, 38）。
言語を民族や国家との関係のなかでとらえ、世界の言

語のコンテクストから日本語を論じる黒板のグローバル
な視点が、竹内藤吉に新鮮に感じられたと思われる。
『太陽』21巻第 3号で黒板は国際語の問題については言
及していない。国際語の問題は次号にもちこしとなる。
竹内藤吉は黒板の論文のつづきをまちかねた（竹内
1936）。
次号の『太陽』21巻第 4号（1915年 4月号）で黒板

は明治以降の外国語崇拝を批判する。あまりにも日本語
がおろそかにされていると憤る。しかし、同時に黒板
は、それでも外国語学習は必要だとのべる。なぜなら、
国際間の関係が密接になったことによって、はじめて世
界の各国で自国語が尊重されるようになったと指摘す
る。黒板は、つまり、自国語を尊重するためには、外国
語学習が必要だと言う。さらに外国語学習には、世界の
「智識の吸収」と「實地の交通」という現実的で重要な
目的がかかわっている。

それでは日本の外国語学習の現状はどうか。黒板によ
れば、日本の学校教育において外国語は時間をかけて学
習されているが、現状では教育効果がうすく、外国語を
自在につかうようになる人がいたって少ない。また、日
本の学校教育では外国語のなかから英語だけを選んで学
習している。英語偏重の教育は「汎英主義を助けて」、
「世界を英語國民の脚下」におくことをうながしている
と黒板は批判する。
黒板は、こうした日本の外国語学習の問題を解決する

方法としてエスペラントの学習を学校教育にとりいれる
ことを提案する。エスペラントは日本人にとって英語よ
りも学びやすく、「中立」な国際語であると黒板はのべ
る。日本人はエスペラントを学習した後に、英語などの
ほかの外国語を学習すれば、学習効果はこれまでよりも
上がるだろうと黒板は主張する。
そして黒板は、エスペラントが世界でどのような段階

にあるかについて概略する。現在、欧米諸国でエスペラ
ントの使用者は多く、エスペラントのみを使って旅行す
ることができる。また、日本のエスペランティストはエ
スペラントで世界各国の人びとと通信しており、エスペ
ラントの書籍雑誌などの出版物もすでに豊富にある。さ
らに、エスペラントの世界大会が毎年開催されている。
黒板は論文の最後をこうしめくくる。

日本は之に依つて言語の困難を救ひ、一方速かに國
語問題を解決して、益々日本語の發達を圖り、日本國
民の發展を期さなければならぬ。而も是を措いて他に
解決の途は無いのである。

竹内藤吉は黒板の論文を読んで、はじめてエスペラン
トについて知った。竹内藤吉は、そんなによいものなの
に今まで誰からも聞かなかったことを不思議に思った。
そして、エスペラントを学習したいと思った（竹内
1936）。
さっそく竹内藤吉はエスペラントの独習書と辞書を東

京からとりよせてエスペラントを学びはじめる。しか
し、ローマ字を知っているだけの竹内藤吉にとって、エ
スペラントは「やさしいどころか少しもわからなん
だ。」（竹内 1936）そこで竹内藤吉は、山中小学校教員
の俵池喜三郎といっしょにエスペラントを学ぶことにす
る。俵池は英語とドイツ語を知っており、竹内藤吉は俵
池に教わりながらエスペラントの学習をはじめた（松田
1964）。
竹内藤吉は黒板勝美の論文を読んだ翌年、大正 5 年
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（1916）の夏、金沢の乃木会館で開催されたエスペラン
トの講習会に二日間だけ参加した。東京帝国大学の学生
の浅井恵倫がエスペラントの講師をつとめていた。
浅井恵倫は石川県能美郡小松町（現在の石川県小松

市）に生まれ、金沢の第四高等学校に在学中にエスペラ
ントに出会い、東京帝国大学に進学後も、夏休みなどに
帰省して、金沢や小松を中心にしてエスペラントの普及
活動をおこなっていた。浅井は大正 3年（1914）3 月
に 11人のエスペランティストとともに日本エスペラン
ト協会金沢支部を結成した（初芝 1998 : 34）。大正 5

年（1916）年、浅井は日本エスペラント協会の幹事に
加わった（初芝 1998 : 35）。浅井は大学でマライ語に
ついて研究し、大学を卒業後、台湾のヤミ語研究のパイ
オニアとなり、昭和 11年（1936）、留学先のオランダ
のライデン大学で PhD. の学位を得た。浅井は、大阪外
国語学校、台湾帝国大学、国立国語研究所、金沢大学、
南山大学などで教育・研究にたずさわり、昭和 44 年
（1969）に亡くなった（土田 1984）。ちなみに浅井恵倫
は、竹内藤吉と同じ、明治 28年（1895）に生まれてい
る。
浅井恵倫の講習をうけた後、竹内藤吉は『Orienta

Azio』の文通交流欄を見て、ロシアとアメリカのエス
ペランティストにエスペラントで文通を試みる。これら
の文通は絵はがきの交換とエスペラントの実習を目的と
していたが、竹内藤吉のエスペラント力は、まだ十分な
ものではなかったという。
大正 6年（1917）の春、竹内藤吉は故郷の山中温泉

を出て、京都市内の人形工場で働きはじめる。

4 京都：山鹿泰治との出会い

1917年 4月 14日、エスペラントの創案者であるザ
メンホフがワルシャワで 57年の生涯を閉じた。同年の
4月 23日に、ザメンホフの死は、上海着のロイター電
を掲載した中国の新聞記事からの転載というかたちで
『時事新報』で報道された。同様の記事が『大阪毎日新
聞』にも掲載された（初芝 1998 : 36）。さらに同年の 5

月 2日の『大阪朝日新聞 京都附録』は「屑かご」欄
で、ザメンホフの死とエスペラントをつぎのように報じ
た。

異人種反目の原因を除いて四海同胞主義を實現した
いと云ふ希望から萬國共通の國語エスペラント語を發
明したザメンホフ氏は遂に戦亂の最中に逝くなつたが

エスペラント語の勢力は著るしいものとなりつゝある
▲世界の大著は大概翻譯され、各國共にエスペラント
協會が出来我國に於ける會員は今や二千人に達して居
る▲京都市内の會員は三條富小路西入る山鹿泰治氏只
一名であるが、ザメンホフ氏の逝去を聞いて我支局を
来訪し何とかして此の簡便な言語を希望者に傳へたい
と話して居たから此處に一寸紹介して置く▲

京都市下京区柳馬場の洛永社という人形工場で働いて
いた竹内藤吉は、エスペランティストの大学生を京都市
内の下宿に訪ねたとき、その学生からザメンホフの死と
「屑かご」欄の記事について教えられた（竹内 1936）。
広島出身のその学生は広島で高橋邦太郎1）にエスペラン
トを習っていた。
そして山鹿泰治というエスペランティストが京都に住

んでいることを知った竹内藤吉は、三条にある点林堂活
版所に山鹿泰治をさっそく訪ねて行った。
そのころ山鹿泰治は、兄の死のために東京から帰郷

し、家業の印刷所の経営に携わっていた。
山鹿泰治は明治 25年（1892）に生まれ、15歳で上

京し、出版社の有楽社に住み込みで働くことになった。
有楽社の支配人安孫子貞治郎はエスペランティストだっ
た。山鹿泰治が勤めはじめて数日後、エスペラントの講
習会が有楽社でひらかれた。これがきっかけとなり、山
鹿泰治はエスペラントの世界に入っていった（向井
1980 : 16～19）。山鹿泰治は海外の外国人とエスペラ
ントで文通をはじめる。明治 42年（1909）の夏、文通
相手のひとりだったマニラ在住のポルトガル人、フレイ
レ（F. V. Freire）が来日し、山鹿泰治はエスペラント
ではじめて会話した。山鹿泰治はフレイレと出会って、
フレイレの話すエスペラントをきくうちにしばらくして
フレイレの言うことを理解できるようになり、またじぶ
んでもエスペラントで話すことができるようになった。
山鹿泰治は、「エスペラントとは何と摩訶不思議な言葉
なんだろうと、その時われながらびっくりした。」（向井
1980 : 22～23）
明治 44年（1911）、山鹿泰治は、アナキストでエス

ペランティストの大杉栄と知り合い、みずからもアナキ
ストとなる。明治 45年（1912）に山鹿泰治は大連に行
き、大連発電所に就職する。大正 3年（1914）の春に
大杉栄からの手紙が大連の山鹿泰治のところに届く。大
杉は、中国のアナキストの師復が上海で刊行している
『民声』のエスペラントの部分を手伝ってくれないかと
書いていた。山鹿泰治はすぐに上海に行き、大正 3 年
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の 9月に帰国するまでの数ヶ月間、『民声』の出版にか
かわった（大島・宮本 1974 : 32～35）。
大正 6年（1917）に竹内藤吉が山鹿泰治と知り合っ

た後、山鹿泰治はエスペラントの学習会をひらいた。竹
内藤吉もその生徒のひとりになった。山鹿泰治はフラン
スのアナキスト、ポール・ペルテローの“La Evangelio

de la Horo”（『時の福音』）を学習会の教材として使っ
た。竹内藤吉には、この教材はむずかしすぎた（竹内
1936）。大正 7年（1918）、竹内藤吉は日本エスペラン
ト協会に入会した。
大正 8年（1919）年 1月、竹内藤吉は大阪の中之島

でひらかれた大阪エスペラント協会の会合に出席した。
その会合は、大阪エスペラント協会を設立した相坂佶や
高尾亮雄らが中心になってすすめられた。竹内藤吉は中
之島から京都に戻った夜に発熱する。熱は翌日になって
も、その次の日にも下がらない。竹内藤吉は故郷から母
を呼びよせ、母に伴われていったん山中温泉に帰った。
竹内藤吉は 1ヶ月ほど故郷の山中温泉で養生した後、

再び、京都に帰ってきた。竹内藤吉は、エスペラントに
たいする警察の対応に変化を感じとった。“La Evan-

gelio de la Horo”を警察に取り上げられた人がいる。
警察の取り締まりを恐れてエスペラントの本を売り払っ
た人もいる（竹内 1936）。そして山鹿泰治が警察に逮捕
された。山鹿泰治はアナキズムのパンフレットを秘密出
版しようとしたために逮捕され、出版法違反の罪により
禁固 3 年の判決を受けた。山鹿泰治が中心となって、
竹内藤吉、京大生の内野仙治、京大図書館長の島文次郎
などとともに京都のエスペラント運動を活性化させる計
画は、山鹿泰治の逮捕により頓挫した（山鹿 1936）。
竹内藤吉が京都に住んでいたとき、かれは職場の仲間

や上司にじぶんがエスペラントを学習していることを話
していた。その反響として、職場の仲間の友だちがエス
ペラントの会合に出席することがあった。また、上司の
濱田支配人からはエスペラントよりも英語を勉強するこ
とをすすめられていた（竹内 1936）。竹内藤吉は開業し
たばかりの京都寺町のカニヤ書店2）を訪れ、エスペラン
トの本を書店にならべるように店主の中原脩司に要望
し、中原脩司と議論したという（竹内 1936）。
大正 9年（1920）に竹内藤吉は人形工場での仕事を

辞めて京都を去る。

5 長野県小県郡神川村：山本鼎との出会い

大正 8年（1919）11月に、山本鼎は長野県小県郡神

川村に「日本農民美術建業の趣意書」を配布し、同年 12

月 5日に、神川村の金井正と山越脩蔵の理解と協力を
得て、農民美術練習所を神川小学校に開講した。『大正
十二年四月 日本農民美術研究所概況』において、「農
民美術」はつぎのように定義されている。

農民美術とは、農民の手に依て製作された装飾的手
工品を指すもので、普通な手工品──例へば竹で編む
だ笊とか藁で織つた莚とかいふものと異る點は、それ
ぞれの作品の製作者の趣味が表れて居る事であらうと
思ひます。民族的、若くは地方的の意匠、素朴な細
工、作品の堅牢等を其特色とし、それぞれの趣味技巧
が産業的に活用されて農家の経済を豊かにすると共
に、一方自由工藝となつて、製作者及其環境を潤色し
た事が農民美術の歴史です。

大正 11年（1922）4月 2日発行の農民美術研究所の
『第四年度事業計画書（自大正十一年四月至大正十二年
三月）』のなかの「展覧会出品製作品数」の項で、「湯呑
（セメノフ）二〇点（竹内）」という記載がある。おそら
くこの「（竹内）」が竹内藤吉をさしていると思われる。
竹内藤吉はおそくとも同年の 4月ころからは研究所の
スタッフとして作品を製作していた。大正 11年 9月発
行の日本農民美術研究所の『産業美術ニ關スル第二回調
査報告書』に大正 12年（1923）1月からの研究所の組
織とスタッフ名が提示されている。そのなかで、「研究
部及教育部」の「塗術科」の嘱託に竹内藤吉の名前が記
されている。竹内藤吉は塗師職人としての技術を認めら
れ、研究所で製作と教育にたずさわった。

農民美術練習所の名称が日本農民美術研究所に変更さ
れ、大正 12年 1月に神川村大屋に日本農民美術研究所
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の工房が竣工する。建築家の滝沢真弓は、「農家の様式
を基調として多少の洋風を加味した」（上田市山本鼎記
念館 2009 : 44）、急勾配の屋根をもつ三階建ての工房
を設計した。大正 12年（1923）の春に、おそらくは新
築の記念として工房の前で撮られた集合写真（写真 1）
が、上田市山本鼎記念館に所蔵されている。研究所長の
山本鼎をはじめとする研究所のスタッフや練習生たちに
まじって、写真の左端に当時 28歳の竹内藤吉の姿がみ
られる。
画家の倉田白羊は、東京美術学校時代からの友人であ

る山本鼎をたすけ、日本農民美術研究所の理事と教育部
主任になっていた。倉田白羊の日記の『一切録』によれ
ば、大正 12年（1923）5月と 6月ころ、竹内藤吉は沓
掛に住まいをもちつつ、研究所に寝泊まりして製作をつ
づけていた（倉田 1923）。大正 12年（1923）発行の研
究所内の回覧雑誌『農美第 4号』にも、「それから 竹
内先生は 今 信越線 沓掛 千ヶ瀧遊園地 9号邸」
と書かれている。竹内藤吉が住んでいた千ヶ瀧遊園地
は、大正 7年（1918）に堤康次郎によって開発された
別荘地だった。ちなみに山本鼎は千ヶ瀧遊園地 12号邸
に住んでいた。
話は前後するが、山本鼎は東京美術学校を卒業後、明

治 39年（1906）に有楽社発行の雑誌『東京パック』の
仕事をしていた（小崎 1979 : 21）。山本鼎は有楽社の
支配人でエスペランティストの安孫子貞治郎と知り合い
だったろう。さらに山本鼎が、有楽社で働いていた山鹿
泰治と有楽社で出会った可能性もある。
大正 5年（1916）、山本鼎は遊学先のパリから帰国の

途中でモスクワに立ち寄り、モスクワの街で児童創造展
覧会を鑑賞した。このときの感動が後年の山本鼎の児童
自由画教育のきっかけになったといわれている。山本鼎
がモスクワに滞在していたときに、モスクワに留学して
いた片上伸と知り合いになった。片上伸は留学前に日本
でエスペランティストのロシア詩人、ワシーリイ・エロ
シェンコに一時期ロシア語を習ったことがあった（高杉
1982 : 116）。
山本鼎じしんはエスペランティストではなかったが、

かれは安孫子貞次郎や竹内藤吉のようなエスペランティ
ストたちや、片上伸のようなエスペランティストとかか
わりのある人たちの人間関係の網のなかにいたといえよ
う3）。
大正 13年（1924）12月発行の『農民美術』の「研

究所消息」は、「塗術の竹内君は山本さんと意見の合わ
ない處があってよした」と竹内藤吉の辞任にふれてい

る。したがって大正 13年（1924）12月には竹内藤吉
は日本農民美術研究所をやめていたことになる。前年の
大正 12年（1923）の 10月に竹内藤吉の父、竹内藤三
郎が亡くなったことも、竹内藤吉が日本農民美術研究所
を立ち去っていった理由の一つかもしれない。

6 山代温泉：『BUDAO』と「山代志」

昭和 6年（1931）5月 7日の午前 2時ごろ、山中温
泉の料理店から出火し、火災は山中町の三分の二を焼い
た。『大阪朝日新聞』5月 8日の夕刊は、「かくて山中町
の生命である温泉から九谷焼、漆器、リム工場等、悉く
灰と化した、町民は惨たる光景のうちに呆然自失の態で
ある」と大火による被害の深刻さを報じている。じっさ
い山中温泉が復興するまでに 10年の歳月がかかるほど
被害は甚大だった（山中町役場 1935）。
竹内藤吉が長野県小県郡神川村大屋の日本農民美術研

究を立ち去った後の数年間を、どこでどのように暮らし
ていたかは、今のところ、あきらかでない。もし、かれ
が故郷の山中温泉に帰っていたとしても、昭和 6 年の
山中温泉の大火によって、かれは山中温泉を出ることに
なったのではなかろうか4）。そして時期については、こ
れも今のところ確定できないが、竹内藤吉は生活の拠点
を山代町に移した。
山代町は、山中温泉を流れる大聖寺川の下流に位置す

る。山代町も山中温泉と同様に温泉の湧出によって栄え
てきた。山代温泉も行基によって発見されたと伝えられ
ている。当地に温泉を発見した行基は温泉守護のために
庵をむすび、医王善神と日光月光十二神将の像をてずか
ら彫り、それらを祭祀し、庵を霊方山薬師寺と名づけ
た。後、花山法皇がこの庵を再興して薬王院と名を改め
たと伝えられている。
山代温泉の源泉のすぐ近くに、公共の温泉施設である

「共浴場」があった。共浴場の周囲は「湯のがわ」とよ
ばれる。この湯のがわに旅館が建ち並んでいた。湯のが
わの旅館のお風呂には源泉から直接に温泉がひかれてい
た。山代温泉のマチは、湯のがわの旅館を中心にして形
成されていた。しかしマチの部分はそれほど広くなく、
山代温泉のマチをすこし歩けば田畑に出た。そこも山代
温泉にふくまれていた。したがって山代温泉は、湯のが
わの旅館を中心としたマチとそのまわりの農村部分から
構成されていた（橘 2013）。
竹内藤吉の家は、山代温泉のマチを南方につききった

ところにあった。かれの家のすぐそばに岡口の堤（池）
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があった。この岡口の堤の水は農業用水や防火用水とし
て使われた。岡口の堤のまわりに、ほかの家はなく、竹
内藤吉の家は岡口の堤のそばの一軒家だった。竹内藤吉
の家は空間的に山代温泉のマチにも農村部にも属してい
なかったといえる。かれは、岡口の堤の土手でヤギを飼
っていたという。
岡口の堤のそばに住まいを定めた竹内藤吉はエスペラ

ントに積極的にかかわってゆく。
昭和 7年（1932）、竹内藤吉は、東京在住のエスペラ

ンティストの佐々城佑の助けを得て、エスペラントの教
科書『エスペラント第一読本』を発行する（松田 1964）。
昭和 8年（1933）、竹内藤吉は、インドの P. Lakshmi

Narasu が 1907 年に出版した“The Essence of Bud-

dhism”の最初の章の「THE HISTRIC BUDDHA」の
部分をエスペランティストの岡本好次の日本語訳をもと
にエスペラントに翻訳し、それを『BUDAO』と題する
本として刊行する。

『BUDAO』の扉の次のページ（写真 2）に、塗師だ
った亡き父、竹内藤三郎と、父の弟子だった、亡き兄、
竹内卯之吉にささげる短いことばがエスペラントで
「POR MEMORO DE FIDELAJ METIISTOJ」と記さ
れている。竹内藤吉は、記憶すべき「誠実な（fidelaj）
職人たち（metiistoj）」だった父と兄に『BUDAO』を
ささげている。
昭和 9年（1934）、竹内藤吉は、日本エスペラント学

会の機関誌、『La Revuo Orienta』に「Esperanto, San-

skrito kaj Palio（エス・梵・巴・語音私考）」を発表す
る。

竹内藤吉の「蘭亭を迎へる 上」が、昭和 12 年
（1937）3月 30日の『信濃毎日新聞』朝刊の家庭欄に
掲載され、翌日の同欄に「蘭亭を迎える 下」が掲載さ
れる。昭和 11年（1936）11月 28 日、SAT の創立者
だったランティ（Lanti）が横浜に上陸した。ランティ
は警察に監視され、ランティとの交友関係も警察の監視
の対象となっていたために、ランティは日本のエスペラ
ンティストたちと自由に交流することができずに、東京
のホテルで孤独な生活をおくっていた。竹内藤吉は、ラ
ンティを新聞記事の見出しで「蘭亭」と表記し、ランテ
ィのプロフィールを紹介し、ランティがフランスから竹
内藤吉の『BUDAO』を持参してきたことなど、ランテ
ィとの手紙のやりとりを示し、そして尊敬するエスペラ
ンティストであるランティを迎えたいと書いている。昭
和 12年 5月、竹内藤吉はランティに会うために東京に
行き、山代温泉の岡口の堤のそばの一軒家にランティを
連れて帰って来た。
ランティはおよそ 4ヶ月間、岡口の堤のそばの竹内

藤吉の家に滞在したが、ランティにとって快適な暮らし
とはいえなかったし、竹内藤吉もエスペラントによるコ
ミュニケーションをランティと十分にとることができな
かった。また、竹内藤吉の家にも警官が毎日のようにや
って来た。ランティは、竹内藤吉は警察の手先ではない
かと疑った（野島 2000 : 76）。しかし、山代温泉では
逆に、竹内藤吉は敵国のスパイではないかとうわささ
れ、人びとはそれまで以上に竹内藤吉との交際を制限す
るようになっていた。戦後、山代温泉のあるひとが「戦
時中、どうしてスパイと言われていたのか？」と竹内藤
吉にむかって尋ねた。竹内藤吉は、「フランス人を泊め
ていたからだろう」と答えたという。
昭和 12年 5月 12日の深夜に山代温泉で火災が起こ

り、120軒の家が全焼する大火災となった。ランティが
滞在していた竹内藤吉の家は山代温泉のマチから離れて
いたために被害はなかった。5 月 23 日の『北国新聞』
の投書欄「豆タンク」に「山代大火をかへりみる」と題
する竹内藤吉の文章が掲載された。「山代大火の火元が
寺であつたために、僧の不身持が責められてゐる、果し
て我々に責める資格があらうか。」と竹内藤吉は火災の
原因をめぐるマチの動向にたいして疑問をなげかける。
竹内藤吉は、出火元の寺の僧にたいする非難を、山代温
泉から選出されていた町議や県議の行動にてらして批判
し、「名士や有力者の言葉はかしこまつてうけたまわる
が、貧者や無力者の言葉はとりあげ手のないのがならわ
しだそれを常識としてゐた我々にも責任がある事を考へ
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ねばなるまい。」と文章をむすんでいる。「竹内藤吉は敵
国のスパイだ」といううわさの流布は、山代温泉の名士
や有力者に批判的な、こうしたかれの言動とも関係して
いたと推測される。
昭和 15年（1940）3月 1日に竹内藤吉は、武田友海

の「山代志」を書写して作った和綴じの本を石川県立図
書館に寄贈した。山代温泉の「湯のがわ」の一画に山代
温泉神明宮宮司の武田家の屋敷があったと伝えられてい
る。武田屋敷には温泉の湯殿があり、徳川時代、大聖寺
藩の藩主が山代温泉に来たときには、武田屋敷の湯殿で
温泉を楽しんだといわれている。武田友海は徳川時代末
期のころの神明宮宮司であったといわれ、嘉永 7 年
（1854）までに山代温泉の地誌「山代志」を編集した。
「山代志」によれば、山代温泉の源泉は神明宮の敷地に
湧出していた。
昭和 31 年（1956）に、山代町文化財専門委員会が

「山代志」を翻刻し、『山代志』として発行した。この
『山代志』の「あとがき」において、山代町文化財専門
委員会委員長の永井泰蔵氏は、山代温泉の歴史を研究し
ている人びとが「山代志」の写本の存在を知るようにな
ったのは「数年前」、すなわち昭和 25年（1950）ごろ
だったとのべている。『山代志』は、山代町の北市久五
郎氏所蔵の「山代志」の写本を、同町の畠中鎮雄氏所蔵
の写本を参考にして翻刻されている。昭和 50 年
（1975）刊行の『加賀市史資料編第一巻』に収載されて
いる「山代志」も同様に、北市久五郎氏所蔵本を底本と
し、畠中鎮雄氏所蔵本を校合本としており、昭和 15年
に竹内藤吉が筆写したテクストは顧慮されていない。
おそらく竹内藤吉は北市久五郎氏所蔵本を借りて筆写

したと思われる。竹内藤吉は「山代志」の重要性を理解
し、多くの人びとに「山代志」が読まれることをねがっ
て、書き写した「山代志」を和綴じにして県立図書館に
寄贈したと考えられる。竹内藤吉が「山代志」を県立図
書館に寄贈したとき、寄贈にかかわる何らかの文書が存
在したと推測されるが、昭和 23年（1948）年 11月に
県立図書館は火災にあい、かりにそうした文書が存在し
ていたとしても焼失してしまった。
昭和 23年（1948）に山代温泉では町長のリコールを

めぐる投票がおこなわれた。投票ではリコールに「賛
成」か「反対」かのどちらかの文字を記述する方式がと
られた。投票終了後、竹内藤吉が山代町役場に来て、こ
う尋ねたという。「エスペラントで書いて投票したが、
有効か無効か。」
昭和 30年（1955）2月、山代町に隣接する河南村が

山中町に合併することが河南村議会で議決され、4月 1

日から山中町に合併した。しかし、河南村の河南・別所
・荒木の三地区には、かねてから山代町への合併編入を
希望する人びとが多くいた。中学生の子どもたちをもつ
河南村の親たちの一部が、河南中学校へ子どもを行かせ
ず、山代中学校に登校させようとした。山代町ではこれ
を認めなかったので、子どもたちは宙ぶらりんの状態に
なった。すると河南の親たちは子どもたちを山代温泉の
光楽寺に寄留させ、そこで勉強させるという行動に出
た。そして山代温泉の有志の大卒の若者たちが、光楽寺
に寄留していた河南の中学生たちに勉強を教えた。竹内
藤吉が光楽寺に現れて、中学生に勉強を教えていた山代
温泉の人びとにこう言った。「君らは純粋でいいが、こ
れでは（政府や軍部に欺かれていた）戦時中と同じでは
ないか。大人が勝手に子どもを政争の材料にするのはよ
くない。子どもを政治に使ってはいけない。」
山代温泉では、町長選挙などの選挙がおこなわれるた

びに、山代温泉を二分する意見の対立が顕在化した。温
泉の権利をもつ湯のがわの旅館組合と、温泉の権利の解
放を主張する人びととのあいだに激しいあらそいが生じ
た。このあらそいは、「ブタ（豚）とキャワズ（蛙）」と
いうフレーズで今も伝えられている。「ブタ」は湯のが
わの旅館組合側の集団をさし、「キャワズ」はそれに対
抗する農家を中心とした集団をさしていた。昭和 31年
（1956）6月におこなわれた町長選挙の演説会で、湯の
がわの旅館の経営者でもあった立候補者の演説の後、竹
内藤吉じしんは「ブタ」にも「キャワズ」にも属してい
なかったが、その立候補者にむかって、「温泉解放を阻
害しているのは、あなただ」と言い放ったという。

7 出会いとエスペラント

竹内藤吉のライフヒストリーを素描したところで、冒
頭の問いにもどろう。竹内藤吉はエスペラントによって
どのようにして世界とつながり、かれはエスペランティ
ストとしてどのように生活世界とかかわっていたのだろ
うか。
竹内藤吉の人生は、生活の拠点となる場所に応じて、

以下の四つの時期におおよそ分けることができるだろ
う。

第 1期 山中温泉：1895年～1917年
第 2期 京都：1917年～1920年
第 3期 長野県小県郡神川村：1922年？～1924年
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第 4期 山代温泉：1931年？～1964年

第 1期から第 3期まで、竹内藤吉は塗師職人の技術
によって生活の糧を得ていたが、第 4期の山代温泉で
竹内藤吉の生業が何であったかについては、今のところ
よくわからない。今後の課題としたい。
第 1期は、竹内藤吉が塗師職人として修業を積み重

ねていた時期にあたる。塗師の技術は、さまざまな地域
の塗師たちの交流によって築きあげられてきた。また、
塗師の仕事のために山中温泉を一時的に離れることもあ
った。したがって竹内藤吉は、生まれ故郷の山中温泉以
外の地域についても見聞きしていた。多くの木地師や塗
師が活動していた山中温泉では、日本国内に限られると
はいえ、他所についての知識と他所での体験はめずらし
いことではなかったにちがいない。
第 1期の後半、雑誌というマス・メディアが、エス

ペラントの世界に竹内藤吉を導いた。また、かれが『太
陽』を手にとって読んだ場所が、山中小学校の宿直室だ
ったという事実は興味深い。そのころ竹内藤吉は二十歳
で、とうに小学校は卒業していたが、小学校に出入りし
ていたことになる。かれは山中小学校の教員のたすけを
かりながらエスペラントを習いはじめている。おそら
く、20世紀初期の日本の小学校は、子どもの教育だけ
でなく、地域社会との交流という重要な役割を果たして
いたのだろう。だからこそ、竹内藤吉は山中小学校の宿
直室で世界に通じる窓を発見できたといえよう。
第 2期に竹内藤吉が人形工場の同僚にエスペラント

をすすめていることは注目される。竹内藤吉はエスペラ
ントの理想に共感し、エスペラントの仲間との交流をふ
かめようとし、かれじしんがエスペランティストである
ことをまわりの人びとに話し、おそらくエスペラントの
仲間を増やそうとした。
第 2 期の終わりころ、警察による取り締まりから、

竹内藤吉はエスペラントが「危険な言語」でもあること
に気づきはじめただろう。
第 3 期の竹内藤吉とエスペラントとのかかわりは、

明らかではない。竹内藤吉によれば、かれが長野県に滞
在していた当時、長野県のエスペラント運動は活発だっ
た（松田 1964）。のちに竹内藤吉が「蘭亭を迎へる」の
文章を、おもに長野県で販売されていた『信濃毎日新
聞』に掲載したことには、長野県のエスペランティスト
への何らかのメッセージがこめられていたと思われる。
第 4期の竹内藤吉の家の空間的な位置は、かれの社

会的な位置を反映しているようにみえる。かれの家は山

代温泉のマチから離れ、そして農村集落からも離れてい
た。山中温泉からの移住者だった竹内藤吉は、戦時期、
エスペラントの「危険な言語」の度合いが高まるにつれ
て、しだいに周縁的な存在へと追いやられてゆく。竹内
藤吉がランティを山代温泉に連れて来て滞在させたこと
によって、竹内藤吉の周縁性は決定的となる。
竹内藤吉が「山代志」を筆写して、県立図書館に寄贈

した事実には、わからないところが多くあるが、すくな
くとも、竹内藤吉が山代温泉の歴史に深い関心をもって
いたことはうかがえるだろう。
戦後、エスペラントがすでに「危険な言語」ではなく

なってからも、竹内藤吉は、おそらくみずからの意志に
よって、山代温泉の周縁にとどまりつづけた。かれは、
かつての周縁性を逆手にとって、山代温泉の人びとに反
撃をすることもなかった。竹内藤吉は、かれなりの方法
で、山代温泉の人びとにたいして、エスペラントの存在
を意識させるために発言し、行動した。
竹内藤吉の人生はいくつかの「出会い」によって彩ら

れる。旅行と出会いは、塗師職人としての仕事をするう
えで、竹内藤吉にとって、もともと必要なことだったと
想像される。エスペラントとの出会いは、さらにいっそ
う竹内藤吉をつぎからつぎへと出会いにみちびいていっ
た。

8 おわりに

2013年 7月、私は山代温泉にお住まいの舟見武夫さ
んにおねがいして、山代温泉の岡口の堤があった場所を
案内してもらった。かつて堤のあった場所は埋め立てら
れ、周囲の土地よりすこし高くなっており、一画に青年
会の集会所が建てられている。岡口の堤の跡地の周囲に
は住宅が建ち並んでいる。岡口の堤の跡地にたたずん
で、竹内藤吉の家の場所をさがしていたときに、舟見さ
んの知り合いで、岡口の堤の近くに住んでいる方に出会
った。舟見さんが「竹内藤吉さんの家があった場所をさ
がしているところだが、どのあたりだったかな」とたず
ねた。その人は、「ああ、エスペラントの……」と言っ
てから、竹内藤吉の家があったあたりを指さした。

1964年に竹内藤吉が亡くなってから、およそ 50 年
が経つが、山代温泉では竹内藤吉というエスペランティ
ストが今もまだ記憶されている。山代温泉の竹内藤吉
は、いつも同じような格好をしていたという。竹内藤吉
は丸い帽子をかぶり、少し短めの茶色のマントをはお
り、そして柳で編んだ四角いバスケットをもって歩いて
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いた。

【注】
１）高橋邦太郎（1866～1941）は、帝大工科大を卒業後、

土木技師として鉄道、水力発電所建設に従事した。1909
年に日本エスペラント学会広島支部を設立した（柴田・
後藤・峰 2013）。

２）カニヤ書店と中原脩司については、（野島 2000）を参
照。

３）山本鼎については、（山口 1995 : 271～284）を参照。
４）竹内藤吉の兄の竹内卯之吉が昭和 6年（1931）7月 14

日に亡くなっている。竹内藤吉の山代温泉への移住に
は、山中温泉の大火災から 2ヵ月後の兄の死がかかわっ
ているかもしれない。
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